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一
、
本
書
は
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
田
中
家
文
書
の
中
の

「日
記
」
（
三
年

の
「
町
用
日
記
」
を
含
む
）
明
治
三
ー
十
五
年
の
内
八
年
ま
で
（
六
年
は
欠
）
を

翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
同
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
日

本
マ
イ
ク
ロ
写
真
）
を
使
用
し
た
。

一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
原
文
書
の
様
式
を
残
す
よ
う
に
つ
と
め
た
が
、
読
み
や
す
さ

な
ど
を
考
慮
し
て
次
の
様
に
し
た
。

本
文
は
一
っ
書
き
ご
と
に
追
い
込
み
と
し
、
文
中
に
適
宜
、
読
点

「、
」
、
並

列
点
「
．
」
を
付
し
た
。

漠
字
の
旧
字
体
・
異
体
字
・
俗
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漠
字
と
し
た
が
、
常
用

漢
字
に
な
い
も
の
は
正
字
を
用
い
た
。

但
し
、
一
部
の
漢
字
は
鉢
．
杯
・
惣
に
限
り
原
文
書
の
ま
ま
用
い
た
。

当
て
字
・
誤
字
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
、
正
し
い
文
字
が
わ
か
る
場
合
は
（
何
）
、

正
誤
不
明
の
場
合
は
（
マ
マ
）
あ
る
い
は
（
何
力
）
と
傍
記
し
た
。
ま
た
脱
字

が
あ
る
場
合
は
同
様
に
（
何
脱
力
）
、
明
ら
か
に
余
計
な
文
字
は
（
術
字
）
と

傍
記
し
た
。
頻
出
す
る
も
の
は
同
一
の
月
に
お
い
て
初
出
の
み
記
し
た
。

な
お
、
以
下
の
当
て
字
は
原
文
書
の
ま
ま
と
し
、
傍
記
も
略
し
た
。

至

(11
到
、
至
来
．
至
着
）
、
義

(11
儀
）
、
丁

(11
町
）
、
家

(11
屋
、
家

根
、
長
家
）
、
懸

(11
掛

）

坂

11
阪
（
大
阪
・
大
坂
）
欠
付
（
駆
付
）

片
仮
名
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
あ
ら
た
め
た
。

て

は

え

も

と

但
し
、
而
．
者
・
江
・
茂
・
与
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
文
字
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
、

右
寄
せ
し
た
。

｀

合
字
は
平
仮
名
に
あ
ら
た
め
た
。

（
例
）
方
↓
よ
り

解
読
不
能
の
文
字
は
、
字
数
分
の
口
、
字
数
不
明
の
と
き
は
[

]と
し
た
。

踊
り
字
に
つ
い
て
は
、
漠
字
は

「
々
」
、
平
仮
名
は
「
A

」
、
片
仮
名
は
「
ヽ

」

を
用
い
、
大
返
し
は
「
／
＼
｀
」
を
用
い
た
。
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高

橋

知

津
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靖

弘

中

屋

信

次

本

庄

文

江

三
神
千
種
宮
本
慶
子
牟
田
俊
子

平
出
は
二
字
あ
け
、

闊
字
は
一
字
あ
け
と

原
則
と
し
て
台
頭
は
三
字
あ
け
、

し
た
。

印
章
は
実
際
に
押
印
さ
れ
て
い
る
も
の
は
（
印
）
と
表
記
し
、
文
字
で
印
と
記

さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
印
と
表
記
し
た
。

（
）
の
な
い
ル
ビ
な
ど
は
、
原
文
書
に
振
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

人
名
で
同
一
人
に
も
拘
ら
ず

「治
助
」
と

「次
助
」
、
「勝
蔵
」
と

「勝
三
」「
勝

造
」
等
の
混
用
が
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
統
一
せ
ず
、
原
文
書
の
表
記
通

り
と
し
た
。

但
し
、
他
史
料
な
ど
で
確
認
出
来
る
も
の
は
傍
注
を
付
し
た
。

/
は

「合
計
」
の
意
の
場
合
の
み
そ
の
ま
ま
と
し
、

「締
」
・
「貫
」
の
意
の
場

合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
で
表
記
し
た
。

挟
込
文
書
は
罫
線
で
囲
ん
で
範
囲
を
示
し

「挟
込
文
書
」
と
注
記
を
付
し
た
。

抹
消
は
当
該
文
字
に
二
重
線
を
施
し
、
訂
正
記
事
が
あ
る
場
合
は
右
傍
に
示

し
た
。

15

文
中
※
の
つ
い
た
語
句
は
、

「語
句
解
説
」
に
解
説
を
付
し
た
。

一
、
翻
刻
文
中
に
は
、
現
在
の
人
権
意
識
か
ら
み
て
不
適
切
と
思
わ
れ
る
表
現
も
使

用
さ
れ
て
い
る
が
、
資
料
文
献
で
あ
る
た
め
原
文
を
尊
重
し
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
し

た
。
正
し
い
理
解
と
認
識
の
も
と
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

一
、
本
稿
の
編
集
は
都
市
歴
史
研
究
室
の
田
中
実
穂
が
担
当
し
、
語
句
解
説
は

増
田
琴
子
が
作
成
し
た
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
諸
氏
の
協
力
を
得
た
。
記

し
て
感
謝
し
た
い
。
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